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（３）図書文献の収蔵状況 

収集図書は、２階の図書室及び閉架書庫において収蔵している。図書室は開架と

なっており、体験記、回想録、援護関係文献、医療・衛生史関係文献等を自由に閲

覧できる。閉架書庫には流通数が少なく入手困難な図書や、経年劣化の見られる図

書などを中心に管理している。閉架図書については、状態にもよるが閲覧請求を受

け次第提供を行なっている。 

 

（４）レファレンス・サービス 

令和５年度も、図書等閲覧事業の一環として、来館された学生、研究者、マスコ

ミや類似施設等からの図書等についての照会に対応した。近年は戦傷病者のみなら

ず、戦争体験者である父祖の戦地における足跡をたどるための照会が増えており、

期待に応えきれないケースもある。これらの照会に対しては「お問い合わせ一覧」

を作成し情報として蓄積して、来館者等のニーズの把握に努めるとともに、事後の

図書文献等の収集に役立てている。 

 

《※照会・対応例》 

・「日本傷痍軍人会の周年行事の挙行年月日を知りたい」には、『日傷月刊』を紹 

介。 

・「従軍看護婦の召集状はどこから出るのか」には、当館所蔵の日本赤十字社に 

 よる召集状のほか、従軍看護婦関連の書籍を紹介。 

 

２ シアター 

（１）証言映像の上映 

証言映像は、企画展や他館連携企画の内容に合わせたプログラムや定期上映会

「戦傷病者の証言」として収録地域別やテーマ別等のプログラムを設定し、シアタ

ーで毎日上映した（Ⅰ－２－（３）（Ｐ１３）に記載のとおり）。 

なお証言映像は、図書室の情報検索端末を使用しても視聴することができる。 

 

（２）証言映像ＤＶＤの貸出 

当館は、事業普及の一環として、団体に対してＤＶＤの無料貸出を行っており、

当館ホームページなどにより積極的に告知に努めた。今後も、ＤＶＤの無料貸出に

ついて周知を推進していくこととする。 

これまでの貸出状況から、中学校・高校では修学旅行等の事前学習や平和学習で、

大学では近現代史の課外授業や博物館実習の一環で、企業では平和活動の一環とし

て、老人福祉施設等では同世代等による戦中戦後の追体験として、それぞれ活用さ

れている。令和５年度のＤＶＤ貸出件数は３件であり、内訳はメディア関係１件、

自治体１件、博物館等類似施設１件であった。
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Ⅲ 関連情報提供事業 
 

関連情報提供事業では、戦傷病者とその家族が体験した戦中・戦後の労苦にかかる

館所蔵の実物資料や図書文献資料等の内容についての情報を提供するとともに、内

外の類似施設等の概要及び文献等にかかる情報について提供することとしている。 

館所蔵の実物資料、図書文献情報等にかかる情報については、２階図書室の情報検

索端末で提供している。また、国内の類似施設の概要情報及び館の最新情報等につい

ては館ホームページで提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 情報検索 

２階図書室の情報検索端末では、館所蔵の実物資料情報の他、戦傷病者の記録情報

及び証言映像情報、図書文献資料情報を提供している。全資料の横断検索や、異体

字・類義語辞書によるあいまい検索にも対応している。移転を機に、情報検索トップ

画面のデザインを変更した。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

  

（１）実物資料情報の提供 

提供している情報は、「資料名」「戦傷病者名」「提供者名」「関係年代」「資料情報」

「実物資料の写真」等である。 

情報検索端末の利用風景 

映像検索トップ画面 

情報検索端末の利用風景
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情報検索端末の利用風景 

映像検索トップ画面 
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また、寄贈された実物資料のうち、公開していない資料について寄贈者（来館者）

から保管状況等の照会があった場合には、その情報を提供して保管状況等を説明す

るなどにも活用している。 

令和５年度末現在、情報を提供している実物資料は、１０，６０１点である。資

料情報については整理中であり、考証が済み次第データ入力を行い、随時提供して

いく。 

 

（２）戦傷病者の記録情報の提供 

戦傷病者個々人の記録がほとんど残されていない現状を鑑みて、当館では戦傷病

者本人あるいはその家族から寄せられた戦傷病者個々人の記録をデータ化し、来館

者にそれらの情報を提供していく作業を続けている。この作業については、対象と

なる戦傷病者自身の高齢化、あるいは既に亡くなられていることなどの困難を伴う

が、将来できるだけ多くの戦傷病者個々人の記録を残していきたいと考えている。 

令和５年度末現在、５８１人の戦傷病者の記録として、「戦傷病者本人氏名（及び

妻の氏名）」「生没年」「出身地」「入営年月日」「受傷病年月日」「受傷病地」「受傷病

部位」「元の身分」等の情報を提供している。また、データ登録されている戦傷病者

に関連する寄贈資料、体験記や証言映像が当館に収蔵されている場合には、それぞ

れのデータにリンクしているので、併せて検索・閲覧することができる。 

今後も引き続き、戦傷病者の記録情報の収集については鋭意努めていきたいと考

えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）証言映像情報の提供 

令和５年度末までに収録した１９８本の証言映像については、来館者が任意に検

索した証言映像情報を閲覧できるようにしている。検索結果は、視聴者が見たい証

言映像を選択しやすいように、文字情報と証言映像の画像情報で提供している。 

来館者が気軽に視聴できることから、１時間程度を費やして視聴する来館者が多

い。 

  

戦傷病者検索画面 
戦傷病者検索画面
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（４）図書文献資料情報の提供 

館所蔵の図書文献情報は、図書文献検索画面から検索し、閲覧することができる。

また、既にデジタル化を行った『日傷月刊』や『みくにの華』、『軍医団雑誌』など

一部の図書については情報検索端末にて閲覧可能である。 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

《図書文献情報の提供》 

提供している図書文献情報は、「書名」「著者名」「出版者」「出版年」「配架場所」

「請求記号」（日本十進分類法に基づく記号番号で閲覧請求等の際に使用される

もの）、所蔵の有無、所蔵されている場合の配架場所を確認できる情報である。デ

ジタル化を行った図書文献については目次や本文を提供している。 

令和５年度末現在、提供している図書文献の情報数は６，９３２冊である。 

    

図書文献検索画面 

証言映像検索画面 

デジタル化図書閲覧画面 

証言映像検索画面

図書文献検索画面 デジタル化図書閲覧画面
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２ 館ホームページ 

館ホームページでは、館紹介情報、企画展等の最新情報の他、館ホームページにリ

ンクされている類似施設等の概要情報も提供しているが、新施設への移転を機に、デ

ザインと構成を見直し全面リニューアルを行った。 

今回のリニューアルでは、トップ画面に大きなスライドバナーを設け、企画展や語

り部講話会等の最新情報を掲載して訴求効果を高めた。また、「スケジュール（カレ

ンダー機能）」を追加して数ヶ月先までの館の事業予定を閲覧できるようにした。 

情報の更新を随時行う「スケジュール」や「お知らせ」、「館だより」については、

館職員による情報更新が可能なプログラムに変更した。 

団体見学の予約申請についても、これまではファックス、電話のみの受付対応であ

ったが、館ホームページから申請ができるようにした。また、SNS（ソーシャルネッ

トワーキング）にも対応し、Facebook と X（旧 twitter）での情報提供も開始した。 

ホームページは日常的に館の事業紹介等を行うことができる重要な手段であるこ

とから、利用者のアクセス解析やニーズを踏まえてこれまで毎年度改善等を図って

いる。 

類似施設等の概要情報については令和５年度末現在、７４か所の類似施設とリン

クしており、当該類似施設の概要情報を閲覧できるようになっている。 

令和５年３月までのホームページへのアクセス回数の累計は、９８４，５７３件

（令和４年３月までは９３４，７７６件）である。 

 

 

 

リニューアルした館ホームページ 
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３ 館内情報システムの運用管理 

  

（１）情報システム機器の更新 

情報システム機器については、製造メーカーによる５年間の保守契約が終了する

ため機器の入替え更新を行った。実物資料等のデータ情報を保存するサーバーと保

存データのバックアップ機器については、今後５年間のデジタル化作業によるデー

タの保存に対応可能な容量を確保している。 

 

（２）システム運用管理 

来館者に対しては、上記「１ 情報検索」に記載した当館所蔵の実物資料等情報

について、当館にて整理・考証の済んだ情報をデータ化して提供している。提供す

る情報については、来館者が検索して、選択したものを閲覧する形式をとっている。 

２階図書室に設置している情報検索端末機の操作は、画面の案内にしたがって画

面を指で触れるだけで必要な情報が表示されるタッチパネル方式を採用している。 

情報システムの維持管理については、ソフトウェアとハードウェアの保守点検を

それぞれ年４回実施している。サーバーの運用については、基本的には自動運転を

行い、毎日１回データの更新と当該データのバックアップを行っている。データの

保全については万全の対策を講じている。 

 

（３）データベース構築・運用管理 

来館者閲覧用及び記録資料のデジタル化により、次に記載した情報についてデー

タベースを構築して稼働している。 

① 館収蔵実物資料情報 

② 館収蔵戦傷病者の記録情報 

③ 館収蔵図書文献情報 

④ 館制作証言映像情報 

 

（４）ホームページ運用管理 

ホームページでは、館の概要、各事業の紹介及び企画展、語り部講話会の開催案

内等を行い、常に館の広報に努めている。内容の更新については、必要に応じて随

時更新を行っている。 

  



28 
 

Ⅳ 普及広報等事業 
  

１ 広報活動 

（１）新施設告知の広報物の配布 

新施設への移転開館の周知を図るため、移転開館告知ポスター、常設展示ポスタ

ーやチラシ、常設展示パンフレット等を作成し、国の関係行政機関、都道府県及び

市（区）町村（援護担当部署）をはじめ、博物館・歴史資料館・文書館、関連類似

施設、中学校・高校・大学、図書館、大学研究機関、資料寄贈者等に配布した。 

 

（２）ホームページによる最新情報の提供 

ホームページのトップ画面では、移転案内、特別企画展示や開館記念講話会の開

催案内を掲載し、移転開館の告知に努めた。移転後は、企画展や語り部講話会等の

開催案内などの情報を随時更新し、館の紹介と最新情報の提供等に努めた。 

「館だより」は毎月更新し、館の活動報告や最新情報を提供した。 

 

令和５年度「館だより」 

第 255 号 企画展が始まりました 

第 256 号 情報検索端末で『みくにの華』の目次を検索できるようになりました 

第 257 号 しょうけい館 休館のお知らせ 

第 258 号 次世代の語り部による講話活動の報告（令和５年３月～７月） 

第 259 号 戦争と家族 次世代の語り部講話会 

第 260 号 新館長ご挨拶 

第 261 号 合同巡回展 戦傷病者の労苦を伝える宮城展 

第 262 号 新年のご挨拶 

第 263 号 合同巡回展 戦傷病者の労苦を伝える宮城展 ―レポート― 

第 264 号 貸出しキットが新しくなりました 

第 265 号 令和 5年度 春の企画展を開催します 

第 266 号 テーマ別展示 展示替えのお知らせ 

 

（３）団体利用、語り部講話のチラシ配布 

新施設の利用促進を図るため、団体利用案内と語り部講話案内のチラシを作成し

て、既利用団体、既利用校をはじめ、中学校・高校・大学、図書館、自治体等に配

布した。 

 

（４）企画展のポスター等の配布 

「春の企画展」（令和６年３月～６月開催）では、開催趣旨及び企画展の内容の周

知を図るため、ポスター、チラシ、ハガキを作成して、既来館者、既来館校をはじ

め、友の会会員や資料寄贈者、国の関係行政機関、都道府県及び市（区）町村（援
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護担当部署）、博物館・歴史資料館・文書館、関連類似施設、中学校・高校・大学、

図書館、大学研究機関等に配布した。また、展示解説のパンフレット（Ａ４版冊子）

を来館者等に配布した。 

  

（５）しょうけい館通信の発行・配布 

これまで戦傷病者とその家族を対象とした友の会会員に年２回発行・配布してい

た「しょうけい館友の会通信」は、会員数の減少にともない配布数も年々減少して

いる状況であった。そのため、新施設への移転を機に一般広報誌への転換を図り、

「しょうけい館通信」と名称を変更し、配布対象を戦傷病者とその家族に加え既来

館者や既来館校等に配布先を広げた。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（6）館年報の配布 

令和４年度年報（第１７号）を令和６年１月に全国の関係機関等へ配布した。 

 

（7）関係団体「機関紙」等への記事掲載 

「広報千代田」（９回）をはじめ、多くの広報媒体に企画展及び証言映像プログラ

ムの紹介記事等の掲載を依頼した。 

 

（8）関係機関等との連携 

①千代田区ミュージアム連絡会との連携 

東京都千代田区内に所在する３２の施設によって組織される千代田区ミュ－

ジアム連絡会に所属し、年２回開催される千代田区ミュ－ジアム連絡会会議に

出席して情報交換、館の事業紹介等を行っている。 

 

②関係施設等連携会議 

厚生労働省、総務省、昭和館、平和祈念展示資料館及び当館による「関係施設

等連携会議」に出席し、３館連携についての協議を行い、次の事業を実施した。 

しょうけい館通信 第１号 しょうけい館通信　第１号
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特別展示  「シベリア虜囚の祈り 抑留画家 佐藤清の足跡」 

開催期間  令和５年２月７日（水）～１３日（火） 

主  催  平和祈念展示資料館 

協  力  昭和館、しょうけい館 

当館は、連携企画としてシベリア抑留を体験した戦傷病者につ

いての語り部講話会や証言映像上映会を開催するとともに、手

記などの関連図書も紹介した。 

 

（9）ＷＥＢ広報 

前年度に引き続き、インターネットのＷＥＢ情報サイトに企画展及び証言映像プ

ログラムの情報を掲載した。 
  

（10）こども霞が関見学デーへの参加 

文部科学省の主催により、夏休みを利用して子供たちが各府省庁の所管行政（仕

事）について理解を深めるために行われている事業に、厚生労働省を通じて戦傷病

者とその家族の労苦を知る機会を提供することを目的として参加している。当館は

オンラインにて動画配信を行った。 

 

  プログラム 絵やモノを見て学ぶ「戦争」体験 

開催期間  令和５年７月２１日（金）～８月３１日（木） 

実施内容  インターネット配信にて、戦傷病者（戦争で傷ついた元兵士） 

の方が描いた自分の戦争体験の絵などを物語風にして分かり

やすく紹介した。 

    視 聴 数  １１５カウント（YouTube カウンターの計測による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）貸出キットのリニューアル 

当館は、事業普及の一環として、団体に対して貸出キットの貸出しを行っている。 

動画配信プログラム 動画配信プログラム
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令和５年度は、新施設の常設展示の展示構成に合わせて貸出キットの展示パネル

３０点と実物資料（義手・義足）のレプリカ２点を新規に製作した。展示パネルは

３０枚セットを基本としているが、展示スペースが狭い場合は１５枚でも展示内容

が伝えられる構成になっている。 

引き続き、当館ホームページなどにより積極的に告知に努め、今後も貸出キット

の貸出しについて周知を推進していくこととする。 

令和５年度の貸出件数は、自治体への１件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新聞報道等 

新施設での移転開館式及び常設展示については、TBS が運営するニュースサイト

でニュース動画として配信された。企画展や語り部講話等についても新聞やテレ

ビ、雑誌にて紹介された。 

  

貸出キット 貸出キット
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Ⅴ 戦中・戦後の労苦を伝える次世代の語り部活動事業 
  

令和元年１０月から、戦中・戦後の労苦を直接体験した方々が高齢化する中、「戦

傷病者とその家族が体験した戦中・戦後の労苦」を後世代に継承するため、語り部

育成研修の修了者に語り部を委嘱し、語り部講話を行っている。事業としては、館

内で実施している団体利用者を対象とした館内講話と一般来館者を対象とした講

話会、学校や自治体、各種団体等の依頼により語り部を派遣する派遣講話が主な事

業となっている。 

 

１ 館内講和 

今年度は、１２団体に館内講話を実施した。 

 

実施日 団体名 聴講者数 

令和５年 ６月 ８日 二松學舍大學 ２３ 

令和５年 ７月 ６日 川崎市立塚越中学校 ３７ 

令和５年 ７月２５日 横浜市立大学  ７ 

令和５年１２月 ６日 東急バス労働組合 １７ 

令和５年１２月 ６日 防衛医科大学校 ７４ 

令和５年１２月 ７日 防衛医科大学校 ７９ 

令和６年 １月１１日 大妻女子大学  ８ 

令和６年 １月２５日 東村山市立東村山第三中学校 ２２ 

令和６年 ２月 ２日 世田谷区立上祖師谷中学校 ２２ 

令和６年 ２月１４日 東京交通労働組合 １０ 

令和６年 ３月 ３日 憲法フェスティバル実行委員会 １３ 

令和６年 ３月 ９日 すみだ観光ガイドの会 ２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

館内講話（令和５年１２月７日） 館内講話（令和６年１月２５日） 館内講和 (令和５年12月７日 ) 館内講和 (令和６年１月25日 )
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２ 館内講和会 

移転開館後は館内講話会を再開し、開館記念語り部講話会、定期講話会、沖縄戦を

テーマとした特別講話会、平和祈念展示資料館連携企画講話会等９回実施した。 

 

実施日 講話会名称 聴講者数 

令和５年１１月 ４日 開館記念語り部講話会 １９ 

令和５年１１月 ５日 開館記念語り部講話会  ９ 

令和５年１１月１２日 第 ９回 定期講話会 １０ 

令和５年１２月１０日 第１０回 定期講話会 ３０ 

令和５年１２月２４日 特別講話会 １２ 

令和６年 １月１４日 第１１回 定期講話会 １１ 

令和６年 ２月１０日 平和祈念展示資料館連携企画講話会 １１ 

令和６年 ２月１１日 第１２回 定期講話会 １７ 

令和６年 ３月１０日 第１３回 定期講話会 １９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

定期講話会（令和６年２月１１日） 定期講話会（令和６年２月１１日） 

開館記念講話会（令和５年１１月４日） 開館記念講話会（令和５年１１月５日） 
開館記念講和会 (令和５年11月４日 ) 開館記念講和会 (令和５年11月５日 )

定期講和会 (令和６年２月11日 ) 定期講和会 (令和６年２月11日 )
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３ 派遣講和 

今年度は、８団体に語り部を派遣するとともに、昭和館・中国帰国者支援交流セン

ターと当館の３館による合同講話会を実施した。 

 

実施日 派遣先団体名 聴講者数 

令和５年 ８月 １日 荒川区社会福祉協議会 ３３ 

令和５年 ８月 ９日 南足柄市福祉課 １６ 

令和５年 ８月１１日 日本基督教団日本橋教会 １７ 

令和５年 ８月１２日 港区赤坂図書館  ４ 

令和５年 ８月２０日 福生市公民館 １３ 

令和５年 ９月２７日 東京都立国際高等学校 ２３ 

令和５年１０月１５日 
合同講話会 

戦争と家族 世代の語り部講話会 
７６ 

令和５年１１月１８日 武蔵野文化生涯学習事業団 ２５ 

令和６年 １月２４日 和洋九段女子高等学校 ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

派遣講話（令和５年 10 月１5 日） 派遣講話（令和５年１１月１８日） 

派遣講話（令和５年８月 20 日） 派遣講話（令和５年 9 月２7 日） 派遣講和 (令和５年８月20日 ) 派遣講和 (令和５年９月27日 )

派遣講和 (令和５年10月 15日 ) 派遣講和 (令和５年11月 18日 )
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（資 料 編） 

常設展示 資料一覧   
 

                                令和５年１０⽉現在  
資料名 関係年代 

戦地に向けて     

徴 兵 表彰状 1942（昭和 17）年 1 ⽉ 7 ⽇  
表彰状 1942（昭和 17）年 1 ⽉ 7 ⽇  
表彰記事『朝⽇新聞』⼤阪版 1942（昭和 17）年 1 ⽉ 7 ⽇  
徴兵適齢通知書 1941（昭和 16）年 10 ⽉  
徴兵検査合格者へ配布された⼊営前の⼼得について    
（⽇本国防協会）    
徴兵検査（⾝体測定）背景写真  提供︓毎⽇新聞社    
徴兵検査（レントゲン撮影）背景写真    
提供︓アジア歴史資料センター（原本所蔵︓国⽴公⽂書館）   

⼊ 営 ⼊営時に贈られた寄せ書きの⽇章旗 1942（昭和 17）年 1 ⽉  
鉢巻 1944（昭和 19 年）年 8 ⽉  
⼊営前の写真 1944（昭和 19 年）年 8 ⽉ 6 ⽇  
祝⼊営餞別帳 1944（昭和 19 年）年 11 ⽉ 25 ⽇  
巻脚絆（ゲートル）    
速⾜⾏進（軍事郵便絵葉書）    

「従軍⽇誌 第⼀部」 
1939（昭和 14）年 4 ⽉ 21 ⽇  
〜1940（昭和 15）年 10 ⽉ 7 ⽇  

裁縫道具    
掃除（軍事郵便絵葉書）    
⼊営記念写真 背景写真    
整列している⼊営者（奥） 背景写真    
提供︓朝⽇新聞社    

野外演習 背景写真   

  出 征 出征兵⼠の答辞 1937（昭和 12）年 9 ⽉ 12 ⽇  
動員を知らせる電報 1937（昭和 12）年 7 ⽉ 27 ⽇  
⼊隊証明書（現役兵） 1943（昭和 18）年 12 ⽉ 25 ⽇  
臨時召集令状（⾚紙）    
千⼈針 1940（昭和 15）年  
お守り 1944（昭和 19）年 6 ⽉ 23 ⽇  
遺⾔ 1945（昭和 20）年 3 ⽉ 10 ⽇  
遺髪⽖袋 1942（昭和 17）年 2 ⽉  

軍隊⼿帳（陸軍） 
1939（昭和 14）年  
〜1941（昭和 16）年  

奉公袋（陸軍） 1934（昭和 9）年頃  
応召袋（海軍） 1941（昭和 16）年頃 
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資料名 関係年代 

戦地に向けて     

 出 征 
履歴表（海軍） 

1936（昭和 11）年  
〜1942（昭和 17）年  

駐屯地から出発 背景写真    
駅での⾒送り 背景写真    
応召時の服装    
（在郷軍⼈制服、軍袴、寄せ書き⼊り⽇章旗、出征軍⼈たすき、  
 上等兵肩章、在郷軍⼈会徽章、奉公袋、靴）   

戦地での⽣活 慰問袋   
 慰問袋に喜ぶ兵⼠たち 1937（昭和 12）年頃 
 戦地からの葉書 1945（昭和 20）年 1 ⽉ 
 妻へ宛てた葉書 1938（昭和 13 年）8 ⽉ 27 ⽇ 
 ⼦どもに宛てた⼿紙 1938（昭和 13 年）2 ⽉ 2 ⽇ 
 出征記念写真 1937（昭和 12）年 
 編上靴   
 

⽇記「⽀那事変記」 
1937（昭和 12）年 8 ⽉ 15 ⽇ 

 〜1938（昭和 13）年 5 ⽉ 14 ⽇ 
 戦場スケッチ 1971（昭和 46）年 3 ⽉ 
 防蚊⼿袋   
 防蚊頭⼱の兵⼠   
 椰⼦の実の⽔筒 1944（昭和 19）年頃使⽤ 
 飯ごう 1943（昭和 18）〜終戦頃使⽤ 
 ⾏軍の様⼦（インパール）背景写真   
 飯ごう炊さん 背景写真   提供︓毎⽇新聞社   
   

戦地での受難、治療     

受 傷 銃弾の貫通したシャツ 1938（昭和 13）年 10 ⽉ 13 ⽇ 
 

⽇記「⽀那事変記」 
1937（昭和 12）年 8 ⽉ 15 ⽇ 

 〜1938（昭和 13）年 5 ⽉ 14 ⽇ 
 ⽌⾎に⽤いた⽇章旗 1944（昭和 19）年 5 ⽉ 
 摘出弾   
 被弾した⼩冊⼦ 1941（昭和 16）年 5 ⽉ 9 ⽇ 

 受傷時に停⽌した腕時計 1941（昭和 16）年 5 ⽉ 9 ⽇ 
 摘出弾 1945（昭和 20）年 8 ⽉ 1 ⽇受傷 
 摘出弾 1942（昭和 17）年 2 ⽉ 11 ⽇受傷 
 摘出弾 1945（昭和 20）年 6 ⽉ 26 ⽇摘出 
 受傷時の戦況図 2004（平成 16）年 
 事実証明書（難聴） 1944（昭和 19）年 4 ⽉ 15 ⽇罹患 
 事実証明書（マラリア） 1945（昭和 20）年 8 ⽉ 18 ⽇発症 
 負傷したことを知らせる⼿紙 1938（昭和 13）年 
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 資料名 関係年代 

戦地での受難、治療     

受 傷 家族に宛てた戦傷の通知 1938（昭和 13）年 6 ⽉ 14 ⽇ 
 事実証明書（貫通銃創） 1948（昭和 23）年 3 ⽉ 29 ⽇ 
 証明書（演習中の負傷、機能障害） 1939（昭和 14）年 12 ⽉ 24 ⽇受傷 
 戦場スケッチ 南⽅地域の兵⼠ 1971（昭和 46）年 3 ⽉ 
 前線の様⼦ 背景写真   
 提供︓アジア歴史資料センター（原本所蔵︓国⽴公⽂書館）   
 攻撃をうける軍艦（⼤和） 背景写真  提供︓毎⽇新聞社   
 軍帽 1940（昭和 15）年 4 ⽉ 18 ⽇受傷 
 メガネ 1945（昭和 20）年 3 ⽉ 21 ⽇受傷 
 煙草ケース 1938（昭和 13）年 3 ⽉ 12 ⽇受傷 
 図のう 1945（昭和 20）年 6 ⽉ 26 ⽇受傷 
 軍⻑靴 1942（昭和 17）年 11 ⽉ 8 ⽇受傷 

救護・収容 三⾓⼱（包帯包）   
 傷票 1938（昭和 13）年 10 ⽉ 16 ⽇ 
 管⼊沃丁 1939（昭和 14）年 12 ⽉製 
 体験記「海原遠く」 1993（平成 5）年以降 
 塩酸キニーネ錠   
 腕章（⾚⼗字）   
 ⾚⼗字の腕章を付けた衛⽣部員 1933（昭和 8）年 
 認識票   
 クロールエチール   
 包のう（衛⽣兵のう）   
 昇汞ガーゼ 1938（昭和 13）年 8 ⽉ 
 ガーゼ 1943（昭和 18）年 10 ⽉ 
 脱脂綿 1943（昭和 18）年 7 ⽉ 
 滅菌ガーゼ包（アクリノール） 1944（昭和 19）年 11 ⽉ 
 滅菌ガーゼ包 1944（昭和 19）年 11 ⽉ 
 戦場スケッチ〜衛⽣兵の描いた戦場〜 

2005（平成 17）年画  救護、マラリア患者、仮包帯所、⼿術 

救護・収容 戦友を⼿当 背景写真   
 提供︓アジア歴史資料センター（原本所蔵︓国⽴公⽂書館）   
 負傷兵を救護する衛⽣兵 背景写真  提供︓毎⽇新聞社   
 担架での搬送 背景写真   
 ⽇本⾚⼗字社救護看護婦の制服   
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 資料名 関係年代 

搬送、戦時下の療養⽣活   

搬 送 愛国２号機（ドルニエ・メルクール）  

 提供︓陸上⾃衛隊衛⽣学校彰古館  

 ９４式患者⾃動⾞   
 提供︓陸上⾃衛隊衛⽣学校彰古館   
 ⼿術⽤⾃動⾞   
 提供︓陸上⾃衛隊衛⽣学校彰古館   
 病院列⾞   
 提供︓陸上⾃衛隊衛⽣学校彰古館   
 治療を受けた患者   
 提供︓陸上⾃衛隊衛⽣学校彰古館   
 戦場スケッチ画（受傷、空襲、搬送） 2005（平成 17）年 8 ⽉ 10 ⽇ 
 前線復帰を伝える礼状 1938（昭和 13）年 7 ⽉ 31 ⽇ 

病院船 氷川丸模型   
 映像「病院船氷川丸」   

戦時下の療養⽣活 絽刺の財布 1938（昭和 13）年頃 
 両親に宛てた葉書 1944（昭和 19）年 9 ⽉ 1 ⽇ 
 

⽇記帳「其の⽇其の⽇」 
1937（昭和 12）年 7 ⽉ 7 ⽇ 

 〜1939（昭和 14）年 1 ⽉ 19 ⽇ 
 下肢装具 1940（昭和 15）年〜終戦頃使⽤ 
 恩賜の義⾜ 1942（昭和 17）年 9 ⽉ 5 ⽇ 
 傷痍軍⼈錬成⼤会 1944（昭和 19）年 1944(昭和 19）年 
 義指 1944（昭和 19）年 3 ⽉ 22 ⽇受傷 
 恩賜の義眼 1944（昭和 19）年 6 ⽉ 11 ⽇受傷 
 義眼義肢下賜御沙汰書写   
 恩賜の包帯   
 療養所での近況を伝える⼿紙 1940（昭和 15）年 12 ⽉ 2 ⽇ 
 義⾜での歩⾏演習 背景写真 1939（昭和 14）年 
 臨時東京第⼀陸軍病院 背景写真   
 傷痍軍⼈東京療養所 背景写真   
 タイプライターの訓練 背景写真   

退院後の社会復帰 軍⼈傷痍記章（公傷） 1945（昭和 20）年 7 ⽉ 7 ⽇ 
 軍⼈傷痍記章（戦傷） 1941（昭和 16）年 1 ⽉ 19 ⽇ 
 傷痍軍⼈記章授与証書 1941（昭和 16）年 1 ⽉ 19 ⽇ 
 傷痍軍⼈証 1941（昭和 16）年 1 ⽉ 19 ⽇ 
 軍⼈傷痍記章臨時授与証書 1945（昭和 20）年 4 ⽉ 25 ⽇ 
 除役・退院を報告する葉書 1943（昭和 18）年 5 ⽉ 
 就職先を紹介する葉書 1940（昭和 15）年 7 ⽉ 3 ⽇ 
 作業⽤義⼿（製図⽤） 1945（昭和 20）年使⽤ 
 失明者⽤懐中時計 1944（昭和 19）年 6 ⽉ 20 ⽇受領 



39 
 

 資料名 関係年代 

搬送、戦時下の療養⽣活    

退院後の社会復帰 『傷痍軍⼈結婚物語』   
 『傷痍軍⼈読本』   
 絵葉書「誉れの傷兵明るく活かせ」   
 絵葉書「名誉の負傷に変わらぬ感謝」   
 ポスター「援護の光に輝く更⽣」   
 戦傷失明杖 1945（昭和 20）年 
 戦傷奉公杖 1940（昭和 15）年 7 ⽉ 16 ⽇ 
 戦傷奉公杖授与証書 1940（昭和 15）年 7 ⽉ 16 ⽇ 
 義⾜で農作業 背景写真   
 夫を⽀える妻 背景写真   
 提供︓アジア歴史資料センター（原本所蔵︓国⽴公⽂書館） 
 ⽩⾐の傷痍軍⼈   
 （患者⾐、患者襦袢、⾚⼗字標識、⽩⾐帯、階級章、軍帽、草履） 
     

家族とともに     

⽣活の困窮 診断書 1949（昭和 24）年 3 ⽉ 29 ⽇ 
 傷病恩給の⽀給が遅れる旨の通知 1946（昭和 21）年 6 ⽉ 15 ⽇ 
 （岐⾩地⽅世話部発） 〜1946（昭和 21）年 10 ⽉ 31 ⽇ 
 事実証明書 1950（昭和 25）年 1 ⽉ 24 ⽇ 
 従軍並召集解除(除隊帰郷)証明書 1946（昭和 21）年 12 ⽉ 9 ⽇ 
 軍⼈傷痍記章臨時授与証書 1947（昭和 22）年 10 ⽉ 15 ⽇ 
 嘆願書（⼤阪府⽣野府税事務所⻑宛） 1951（昭和 26）年 7 ⽉ 13 ⽇ 
 質札（ふとん） 1959（昭和 34）年 10 ⽉ 11 ⽇ 
 

市営住宅使⽤料領収書 
1951（昭和 26）年 6 ⽉ 28 ⽇ 

 〜1952（昭和 27）年 4 ⽉ 2 ⽇ 
 傷病恩給請求に関する⼿続き依頼書   
 傷痍軍⼈証 1947（昭和 22）年 6 ⽉ 30 ⽇ 
 普通恩給増加恩給証書 1959（昭和 34）年 7 ⽉ 20 ⽇ 
 証明書（傷病） 1942（昭和 17）年 11 ⽉ 28 ⽇ 
 作業⽤義⾜ 1941（昭和 16）年 9 ⽉ 13 ⽇受傷 
 軍⼈恩給の停⽌を命じる総司令部覚書   
 国⽴国会図書館所蔵（原蔵／⽶国国⽴公⽂書館）   
 ⽩⾐募⾦の様⼦ 背景写真  提供︓毎⽇新聞社   
 1945（昭和 20）年 10 ⽉ 13 ⽇復員兵の到着 背景写真 

1945（昭和 20）年 10 ⽉ 13 ⽇  提供︓昭和館 

傷病とともに⽣きる 症状経過書（右⾜関節盲貫弾破⽚創） 1958（昭和 33）年 10 ⽉ 27 ⽇ 
 摘出弾 1965（昭和 40）年頃摘出 
 上肢装具 1955（昭和 30）年頃使⽤ 
 診断書（外傷性癲癇） 1953（昭和 28）年 2 ⽉ 1 ⽇ 
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 資料名 関係年代 

家族とともに    

傷病とともに⽣きる 摘出弾 1953（昭和 28）年 2 ⽉ 20 ⽇摘出 
 発作記録簿 1980（昭和 55）年 10 ⽉ 9 ⽇ 
 摘出弾 1981（昭和 56）年 12 ⽉ 2 ⽇ 
 改良した作業⽤義⼿   
 

胸部のレントゲン写真 
1987（昭和 62）年 12 ⽉ 21 ⽇ 

 /1988（昭和 63）年 3 ⽉ 25 ⽇ 
 酸素ボンベ   
 トロトラスト検診通知書（厚⽣省） 1978（昭和 53）年 11 ⽉ 13 ⽇ 
 新聞記事  提供︓毎⽇新聞社 1976（昭和 51）年 4 ⽉ 26 ⽇朝刊 
 補助⾰靴 2000（平成 12）年頃使⽤ 
 補助⾰靴 2000（平成 12）年頃使⽤ 
 ⾝体障害者⼿帳（神⼾市） 1952（昭和 27）年 1 ⽉ 29 ⽇ 
 ⽚⾜踏みペダル⾃転⾞ 1971（昭和 46）年頃まで使⽤ 
 建設中の⾸都⾼速道路 背景写真  提供︓東京都   

ともにのりこえて ⽇本傷痍軍⼈会『戦傷病克服体験記録』 2000（平成 12）年 
 傷痍軍⼈⼿帳   
 ⽇本傷痍軍⼈会のバッジ   
 ⽇本傷痍軍⼈会妻の会のバッジ   
 ⼤阪府傷痍軍⼈会の会員証 1956（昭和 31）年 5 ⽉ 7 ⽇ 
 卒業証書 1950（昭和 25）年 11 ⽉ 25 ⽇ 
 渡辺謹⼀『両⾜を失った記録』 2001（平成 13）年 
 映像「戦傷病者のあゆみ」   
 ⽇本傷痍軍⼈会会旗   
 ⽇本傷痍軍⼈妻の会会旗   
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証言映像制作状況 
令和５年３月末現在 

映像タイトル 所要時間 証言者氏名 撮影年度 

生きる・・・それは死ぬよりつらかった 10分 02秒 伊東 朝雄 平成15年度 

生と死に向かい合った２時間 9分 41秒 西村 友雄 平成15年度 

失明の恐怖とシベリア抑留 8分 46秒 本名 善次郎 平成15年度 

負けてたまるか！ 9分 58秒 水沼 毅四郎 平成15年度 

手の代わりを腕が・・・ 10分 44秒 
伊東 朝雄 

松田 憲 
平成15年度 

暖かい支援にささえられて 

～傷痍軍人としての誇りと生きがい～ 
9分 55秒 浅木 加壽義 平成15年度 

受傷の労苦と葛藤を超えて 9分 39秒 望月 栄允 平成15年度 

療養所は大きな家族 ～支えあい、助けあい～ 9分 54秒 渡邊 重男・文枝 平成15年度 

★箱根療養所 12分 42秒 
(箱根療養所の戦傷病

者と看護師長） 
平成15年度 

偏見、差別、迫害 10分 48秒 石神 耕太郎 平成16年度 

利き腕の障害を乗り越えて 9分 52秒 金泉 潤子郎 平成16年度 

傷痍軍人の妻として・・・ 14分 58秒 

加藤 房子 

倉持 八千代 

佐藤 みの子 

平成16年度 

軍旗の下で・・・身体と心の受傷 9分 54秒 山田 薫 平成16年度 

義足で、田んぼでも畑でも働いた 10分 07秒 飯島 茂 平成16年度 

馬とともに戦った戦場 10分 04秒 三浦 久良 平成16年度 

衛生兵の受傷 9分 51秒 山崎 重蔵 平成16年度 

二人三脚で六十年余り 9分 34秒 長澤 福太郎 平成16年度 

障害を超えたおおらかさ 9分 38秒 野上 行三・みつ 平成16年度 

筆舌に尽くせぬ苦しみの日々 10分 08秒 田島 竹次郎 平成16年度 

海軍少年電測兵１５歳の受傷 10分 01秒 村上 武 平成16年度 

見た目は何でもないが・・・ 9分 45秒 大山 順市 平成16年度 

飢え マラリア 受傷 9分 58秒 半田 準一 平成16年度 

隻眼の人生 9分 58秒 丸山 正市 平成16年度 

二度の撃沈、受傷、そして発病・・・ 10分 08秒 小板橋 孝策 平成16年度 

二人で一人、傷痍軍人の妻として 10分 14秒 菅 義美・澄子 平成16年度 

人生を変えた一発の銃弾 9分 56秒 田島 一衛 平成16年度 

厳しい訓練も今となれば 9分 51秒 内田 隆 平成16年度 

家族までもが戦禍に 10分 15秒 郷 實 平成16年度 
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映像タイトル 所要時間 証言者氏名 撮影年度 

死の瀬戸際で過ごした一年間 10 分 24 秒 佐野 栄 平成16年度 

ひめゆりの悲劇 32 分 51 秒 北城 良子 平成17年度 

義勇隊の一員として 22 分 17 秒 玉城 孝助 平成17年度 

初年兵の沖縄戦 34 分 41 秒 仲本 潤宏 平成17年度 

母に支えられて・・・ 31 分 05 秒 又吉 キク 平成17年度 

★武良茂(水木しげる)にとっての戦傷 20 分 45 秒 武良 茂 平成17年度 

支えられた歩み ～蔀肇さんの証言～ 15 分 07 秒 蔀 肇 平成18年度 

遥かなる故郷 ～菅原光雄さんの証言～ 13 分 58 秒 菅原 光雄 平成18年度 

平和の光を見つめて ～武田豊さんの証言～ 14 分 04 秒 武田 豊 平成18年度 

赤レンガのぬくもり ～松田康人さんの証言～ 13 分 17 秒 松田 康人 平成18年度 

父のまなざし ～高松秀次さんの想い出～ 14 分 36 秒 
宮下 茂子 

（父：髙松秀次） 
平成18年度 

字を書く手を受傷して 10 分 55 秒 上良 市雄 平成18年度 

傷痍軍人の妻として 11 分 58 秒 
大神 つや子 

長谷川 はつ子 
平成18年度 

受傷した身にまた召集が 10 分 07 秒 黒川 初夫 平成18年度 

衛生兵ゆえの感染 11 分 05 秒 築山 英二 平成18年度 

衛生兵のビルマ戦線 21 分 50 秒 辻 新次・フミ子 平成18年度 

伸びきった最前線での受傷 11 分 19 秒 南野 万吉 平成18年度 

親指が支えた人生 10 分 25 秒 三宅 一志 平成18年度 

三回の入院を乗り越えて 13 分 53 秒 池田 克文 平成18年度 

シベリア抑留、そして結核・・・それを支えた妻 16 分 45 秒 﨑野 保己・冨恵 平成18年度 

四肢を火傷・・・二度と操縦桿を握れなかった 14 分 25 秒 新本 積 平成18年度 

一昼夜の恐怖に耐えて 13 分 43 秒 南郷 清 平成18年度 

小学校を出て先生に 15 分 35 秒 藤谷 民男 平成18年度 

遠くなってしまった傷心の日々 13 分 27 秒 梅田 武男 平成19年度 

言葉に出せなかった母への感謝 15 分 05 秒 北村 勝由 平成19年度 

「一蓮托生」にかける想い 12 分 24 秒 武部 敏克 平成19年度 

かけがえのないはらから（同胞）とともに 15 分 01 秒 出口 外枝 平成19年度 

蟻地獄からの脱出  16 分 53 秒 三宅 隆  平成19年度  

信じあえばこそ、今 15 分 17 秒 飯嶋 芳郎 平成19年度 

戦病者として生きる 15 分 30 秒 上本 昭夫 平成19年度 

七転八起 14 分 23 秒 碓井 二郎 平成19年度 

働くために義手を 15 分 25 秒 大日方 邦治 平成19年度 

奇跡の生還、そして苦難の日々 14 分 24 秒 唐沢 勝治 平成19年度 
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映像タイトル 所要時間 証言者氏名 撮影年度 

短歌に心を映して 14 分 11 秒 玉記 茂 平成19年度 

ともに歩みし いばらの道 -戦傷病者の妻として- 18 分 13 秒 正垣 志ま 平成19年度 

想いを絵筆に込めて 16 分 13 秒 川尻 良雄 平成19年度 

不安と葛藤を乗り越えて 17 分 59 秒 鳥海 利雄 平成19年度 

誠（まごころ）で守られた命 -ニューギニア戦線にて- 18 分 24 秒 内貴 直次 平成19年度 

多くの人に助けられて 18 分 17 秒 石橋 達夫 平成19年度 

インパール作戦の最前線で -隊附軍医の記憶- 19 分 46 秒 小澤 太郎 平成19年度 

いつか花咲く日まで 19 分 28 秒 石川 和介・キヨ 平成20年度 

生まれ育った故郷(ふるさと)に恩返し 14 分 46 秒 星 信之助・静江 平成20年度 

負けない！これぐらいの傷 21 分 38 秒 渡辺 庄一・チエ子 平成20年度 

義足と妻に支えられて 24 分 14 秒 遠藤 今朝三・マサ子 平成20年度 

二人三脚、商売繁盛 22 分 28 秒 佐藤 義治・トミイ 平成20年度 

感謝の心、妻にしたためて 23 分 02 秒 小田島 安一・さと 平成20年度 

戦友への想い、詩文に託して 19 分 21 秒 栗林 六蔵 平成20年度 

意思あるところ道あり 19 分 29 秒 夏井 清次 平成20年度 

失意の時に届いた一通の手紙 17 分 19 秒 吉﨑 美佐武郎・セツ 平成20年度 

歌声に祈りをこめて ～水谷 俊夫さんの証言～ 22 分 55 秒 水谷 俊夫 平成20年度 

一発の機銃弾を体内に残したまま・・・ 15 分 14 秒 増田 順太郎 平成21年度 

四十四年間 ～脊髄損傷の夫とともに生きぬいて～ 24 分 01 秒 鈴木 不二子 平成21年度 

窮すれば通ず、左手でソロバンも  19 分 40 秒 瀧 直三郎  平成21年度  

何としても生きて帰る ～極寒と酷暑の地で～ 19 分 09 秒 上野 克己 平成21年度 

思わぬ受傷で大きく変わった人生 18 分 51 秒 佐藤 冨雄 平成21年度 

熱砂の抑留生活 20 分 58 秒 馬場 勝彦 平成21年度 

生きるにはこの道しかなかった 22 分 26 秒 會津 留一 平成21年度 

すべてめぐり合わせと思って 22 分 04 秒 松尾 正輔 平成21年度 

苦労、我慢、言ったらきりがない 13 分 50 秒 瀬川 安正 平成21年度 

九十四歳。おおいに語る傷痍の人生 20 分 00 秒 村田 俊雄 平成21年度 

感謝、そして人との和 19 分 18 秒 髙松 與一 平成21年度 

失ったものを嘆かず、残ったものを鍛える 19 分 09 秒 丹保 重髙 平成21年度 

いつも傷痍の夫を想いつづけて 13 分 16 秒 坂本 芳子 平成21年度 

人生を変えた職業訓練 16 分 35 秒 前田 浅次 平成21年度 

抑留中に右手を失って 19 分 15 秒 一住連 政治 平成21年度 

ミッドウェー海戦で負傷して 17 分 36 秒 長沼 元 平成21年度 

妻に支えられて六十余年 18 分 32 秒 倉掛 重喜・ヤチヨ 平成21年度 
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映像タイトル 所要時間 証言者氏名 撮影年度 

二人三脚の人生 後遺症で苦しんだ半世紀 17 分 45 秒 横溝 正十二・マヒ子 平成21年度 

砲弾の破片を胸に抱えて 18 分 14 秒 田中 鉄男・千重子 平成21年度 

再起奉公 痛みと葛藤を超えて 17 分 25 秒 後藤 隆雄 平成21年度 

受傷の痛み 優しきまなざし 16 分 24 秒 大橋 荘作・操 平成21年度 

軍隊経験 その光と影 21 分 13 秒 中川 幹夫 平成21年度 

受傷が変えた人生 ～苦悩、そして挑戦～ 18 分 37 秒 市川 吾一 平成21年度 

シベリア珪肺を抱えながら  17 分 42 秒 飯沼 喜芳・まつゑ  平成21年度  

受傷の苦悩を乗り越えて 21 分 30 秒 矢島 浩・八千代 平成21年度 

支え合い ともに歩む 15 分 56 秒 西部 喜久市・良子 平成21年度 

家族の絆で支え合う 15 分 32 秒 近田 満子 平成21年度 

海軍看護兵 若き日の記憶 14 分 34 秒 後藤 誠次 平成21年度 

運命の出会いを育んで 15 分 47 秒 竹口 玉枝 平成21年度 

失明の夫を支えて 18 分 33 秒 横田 タツヱ 平成21年度 

癒えない傷に耐えて 20 分 24 秒 野角 敏幸 平成21年度 

見た目にはわからないつらさ 17 分 57 秒 城 武夫・靜子 平成21年度 

心の痛みと共に ～飛行班の思い～ 18 分 49 秒 田中 照美・キヨ 平成21年度 

片手のハンディを乗り越えて 17 分 46 秒 山本 光夫 平成21年度 

★水木さんとともに歩んだ“ゲゲゲの女房” 

～いつもそばにいてくれた～ 
20 分 24 秒 武良 茂・布枝 平成21年度 

シベリア珪肺～今も続く後遺症～ 19 分 00 秒 阿部 武一 平成22年度 

脊椎挫傷でも松葉杖で歩けるように 18 分 05 秒 古市 正夫 平成22年度 

がむしゃらに生きて、描く 17 分 41 秒 上田 毅八郎 平成22年度 

サイパンで生き残って 16 分 34 秒 伊藤 眞一 平成22年度 

片腕で取った自動車免許 19 分 25 秒 本田 喜一 平成22年度 

努力家の夫を信じて ～失明の夫とともに～ 17 分 49 秒 髙村 志づ子 平成22年度 

両眼失明と臭覚・味覚障害、その上てんかんも・・・ 19 分 42 秒 上ノ坊 清・きく子 平成22年度 

シベリア珪肺の苦しみ 18 分 12 秒 中田 穂積 平成22年度 

国のために生きて ～元海軍軍医中尉の記憶～ 22 分 46 秒 神津 康雄 平成23年度 

本土決戦前の軍医教育 

～元陸軍衛生部見習士官の記憶～ 
20 分 28 秒 関 亮 平成23年度 

天地の恵みを知る 

～ニューギニアで終戦を迎えた軍医～ 
20 分 04 秒 丹羽 正治 平成23年度 

看護ひとすじ フィリピンで終戦を迎えた救護看護師  21 分 28 秒 萩森 敏子  平成23年度  

元海軍薬剤少尉の記憶 18 分 42 秒 髙田 豊造 平成23年度 

両眼失明が切りひらいた戦後の人生 22 分 12 秒 川人 義明 平成23年度 
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映像タイトル 所要時間 証言者氏名 撮影年度 

陸軍看護婦に志願して 20 分 16 秒 水野 みゑ子 平成23年度 

西部ニューギニア・軍医の闘い 23 分 48 秒 三好 正之 平成23年度 

人間の尊厳の回復につくした生涯 33 分 07 秒 冨樫 賢太郎 平成23年度 

南方の戦火をくぐった救護看護婦 14 分 29 秒 桜井 政子 平成23年度 

救護看護婦そして妻として生きた全力の人生 21 分 00 秒 太田 澄子 平成24年度 

戦友をみとり 鎮魂に生きる 21 分 39 秒 奥田 盛人・リエ子 平成24年度 

負傷した者同士で支え合った半世紀 26 分 03 秒 加納 文次・静華 平成24年度 

練習機「赤トンボ」の特攻隊 15 分 59 秒 嶋田 三郎助 平成24年度 

駆逐艦「雪風」で負傷して  21 分 49 秒  水田 政雄  平成24年度  

憲兵から捕虜となって ～前川周三郎さんの証言～ 24 分 12 秒 前川 周三郎 平成24年度 

戦傷病者のあゆみと傷痍軍人会 徳田 保久さんの証言 30 分 30 秒 徳田 保久 平成25年度 

奪われた光をバネに 21 分 06 秒 中里 益太郎・ハナ子 平成26年度 

心の優しさが生んだ義足の苦しさ 20 分 18 秒 入濱 義久 平成26年度 

全てを奪われた少年の再起の人生 22 分 56 秒 坂井 弘 平成26年度 

受傷が拓いた人生 20 分 22 秒 前田 灘一・日出子 平成26年度 

生かされた人生への感謝 21 分 19 秒 横田 肇 平成26年度 

近衛兵の誇りを胸に 19 分 57 秒 松下 貞義・良子 平成26年度 

耐えて得た人生 19 分 08 秒 阿部 髙男 平成26年度 

一日のことで人生が変わる 19 分 03 秒 和田 利百 平成26年度 

負傷したことのハンディをバネに 20 分 36 秒 北沖 道行 平成26年度 

戦傷の身で川之江町へ・・・ 19 分 51 秒 村上 一夫 平成26年度 

右脚一本、海で生きた軍属 19 分 48 秒 黒河 正桂 平成26年度 

みんなのため、人のため・・・（最後の日傷会長） 30 分 03 秒 奥野 義章 平成26年度 

無いものは無い、それでもやるほかない・・・ 19 分 20 秒 佐藤 東三郎 平成26年度 

それでも空へ憧れる 23 分 48 秒 有馬 純人・イクエ 平成27年度 

闘い続けた半生 24 分 18 秒 坂口 守義 平成27年度 

片脚を失くしても前へ進む 21 分 31 秒 西ケ野 九平 平成27年度 

妻が支えた半世紀 17 分 41 秒 野々垣 正・郁子 平成27年度 

死んで花実が咲くものか 24 分 10 秒 秋草 鶴次 平成27年度 

通信兵の見た硫黄島 19 分 43 秒 秋草 鶴次 平成27年度 

人生を切り開いた知恵 ～シベリアで片腕を失う～ 19 分 39 秒 鶴田 要吉 平成27年度 

受傷した手で挑んだ開拓 ～そして人のために～ 21 分 38 秒 木下 太・キクエ 平成27年度 

最後まで傷痍軍人として 22 分 24 秒 首藤 忠夫 平成27年度 

生き残った苦しみ ～ＣＴ登場で認められた脳の受傷～ 24 分 16 秒 後藤 義治 平成27年度 
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映像タイトル 所要時間 証言者氏名 撮影年度 

全てを受け入れて ～肺結核の夫を支える～ 17 分 14 秒 寄村 文利・妙子 平成27年度 

頭部損傷の夫を支えて 20 分 28 秒 滝口 栄蔵・はつ 平成27年度 

不自由さを胸に秘めて 18 分 31 秒 渡辺 行雄 平成27年度 

開墾・切り開いた人生 ～小学校教員から軍人の妻へ～ 19 分 25 秒 大内 貢・恒子 平成27年度 

戦病の夫に代わって ～戦中・戦後の開拓人生～ 20 分 58 秒 藤本 巽・初美 平成27年度 

夫の両脚となって共に歩んだ人生 23 分 46 秒 木村 靖・房枝 平成27年度 

兄嫁と結婚してつかんだ幸せ 19 分 29 秒 志賀 正司・三四子 平成27年度 

左脚の負傷に耐えて女手一つで育て上げた９人の子ども 18 分 55 秒 城間 好 平成27年度 

追い詰められた地上戦 ～戦傷の夫とともに～ 21 分 59 秒 仲程 秀雄・シゲ 平成27年度 

銃撃を受けた米軍に救われて 23 分 29 秒 宮城 繁・清子 平成27年度 

家族を崩壊させた戦争を乗り越えて 29 分 59 秒 大城 トシ子 平成27年度 

残された思いを越えて 20 分 19 秒 宜保 直志 平成27年度 

酷寒・飢え・目の痛み そして再出発 22 分 01 秒 井出 正己・ミツヨ 平成28年度 

終戦の日の受傷から・・・１０３歳まで生きる 20 分 14 秒 福田 貞之・幸子 平成28年度 

ただ一回の「ほめことば」 23 分 03 秒 日高 正人・笑子 平成28年度 

今日あることに感謝 明日があればさらによし 23 分 01 秒 小早川 宗・和子 平成28年度 

気配りが生んだ「転ばぬ先の杖」 18 分 44 秒 壺井 常三・カズ子 平成28年度 

体験記をまとめて知った父の想い 21 分 44 秒 吉岡 正雄・利泰 平成28年度 

大きな夫を小さな体で支えて 19 分 00 秒 乾 政治郎・知恵子 平成28年度 

捕虜と隔離が打ち砕いた人生 29 分 45 秒 立花 誠一郎 平成28年度 

身に沁みた平和 14 分 27 秒 平尾 清 平成28年度 

全てはシベリアから始まった 16 分 25 秒 松村 広保 平成28年度 

自分の傷より他人の世話～娘が繋ぐ人生～ 12 分 19 秒 今井 市次・秀子 平成28年度 

見えない目、理解されない苦しみの中で 13 分 32 秒 河野 伸市 平成28年度 

国に渡した体半分 16 分 51 秒 下西 昇 平成28年度 

癒されない心 「死んだほうがまし」と思った青春 14 分 16 秒 筒井 政利 平成28年度 

誰にも言わなかった左眼失明 15 分 21 秒 山田 壽雄 平成28年度 

職業軍人を目指した父がみた現実 15 分 40 秒 沼澤 磯吉・宏 平成28年度 

家族で乗り越えた差別 13 分 50 秒 高津 文司・優子 平成28年度 

近衛兵の誇りで乗り越えた労苦 17 分 16 秒 栗田 覚蔵・和則 平成28年度 

戦場体験が生んだわだかまり 25 分 27 秒 西田 明 平成29年度 

傷痍軍人たちの戦後 46 分 52 秒 
長崎県傷痍軍人会 

ほか 
平成29年度 

終戦から始まった 30 年の闘い ～銃創と結核～ 13 分 06 秒 磯部 武 平成30年度 
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映像タイトル 所要時間 証言者氏名 撮影年度 

左腕一本で家族を支えた父 15 分 21 秒 
大里 晋治・ツヤ子・ 

恵美子 平成30年度 

１６歳で右手を失って 15 分 16 秒 奥村 豊 令和元年度 

箱根療養所で暮らした家族の１０年 16 分 54 秒 塩塚 正男・喜六・正臣 令和 2 年度 

大道を歩く ～障害者福祉に生きた半生～ 16 分 50 秒 日佐戸 輝 令和 3 年度 

★マークの証言映像は、しょうけい館の館内でのみ視聴できます。  
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令和５年度に寄せられた感想等 
  

令和５年度において、来館者の方々が館アンケートに書き込まれた感想・意見等について、

その一部ですが、ここにご紹介します。 

 

【１０代】 

・しょうけい館を訪問して、今自分が置かれているこの環境のありがたみをとても感じ   

ました。実際に使われていたメガネや義足などを見て、戦争の残酷さを改めて思い知ら

されました。戦争の記録や、出兵した人の奥さんのお話などを聞いて、どんなに辛い思い

をしても、ひたむきに生きようとする姿に、とても感動しました。戦争によって障害をお

ってしまったり、失明してしまった人も、色々な人からサポートを受けて頑張っていた

と考えると、本当に感動しました。特に、「生きるのは、死ぬより辛い」という言葉が戦

争って残酷だなと思わせてくれました。私も色々な障害を負いながら生きるなんて無理

だなと思いました。 
 

・パンフレットで見たり、インターネットで見たりはしていたけれど、やっぱり実際に来

てみると、実際に使われていた物が、肉眼で見る事ができ、どれも衝撃的な内容や物ばか

りでとても理解が深まりました。特に衝撃的だったのは、やっぱりジオラマの所です。ま

ず、ジオラマがリアルすぎて、目の前で今麻酔無しの手術が行われているように感じて、

とても心が痛くなりました。奥のあまり人目につかないような岩と岩のあいだの所に放

置されていた方が、苦しそうで、本当に苦しかったです。実際に戦傷病者の方が身に付け

ていたメガネや、衣服、帽子などがどれもボロボロで、本当に大変だったんだなと感じま

した。当時の映像で若い男の人達が真剣に訓練しているのを見て、「この人達は、無事に

生きて帰れるか。」と、とても悲しい気持ちで見ていました。戦争の事をもっと若い世代

に伝えていかなければと思いました。   
 
・体験談の書かれている所でとても印象に残った事は、奥さんの苦労が書かれている所で

す。書かれている内容は戦争から帰ってきた夫との生活の事でした。陰口などを言われ

たり、後ろ指をさされたりと、とても苦労していやだったと思いますが、それでも夫と一

緒に生きていく事選んだと書かれていました。私はこれを見て、お国のためにがんばっ

たのに、陰口などを言われたりと、戦後もいろいろと大変だったんだなと言うことを理

解しました。ジオラマを見て、戦場では何もかにもが不足していて、泥水でも見たらすす

るということや、手術が出来ない人がいる等を聞き、胸がとても痛みました。そして声を

だすこともできない事を知り、それだけ日本が危機的状況にいたんだなとあらためて思

い、見るのが少しくるしくなりました。 
 
・証言映像シアターの映像が印象に残りました。映像に映っている女性が戦争について話 
をしているときに泣きそうになったりして、すごく辛かったのが伝わってきました。私

は実際にそのような体験をしたことがないので戦傷病者の方々の気持ちを理解するのは
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難しいでしょうけれど、しょうけい館に訪問させていただいてシアターの女性の話をき

いて少しは辛くて苦しかった気持ちを知ることができたと思います。映像は途中までし

かみることができなかったので機会があったら、また訪問してみにいきたいと思います。

野戦病院ジオラマは分かりやすい説明でその時の状況の大変さを知ることができたし、

ジオラマの表情で辛いという気持ちがよく伝わってきました。 
  
・しょうけい館がどうゆう所なのか、あまりわからない状態で実際に行ってみると、昔の

戦争でどれだけ苦しい思いをした人がいるのか、今とは全然違うのがよくわかりました。

昔は麻酔なしで痛みにたえながら、足や手を切断してまで、戦いぬかなければならない

状態で、とてつもなく過酷だと思いました。みんな家族もいれば大切な人もいる中で、戦

争で生死のはざまにたたされていることを考えたら、今を生きる私たちの平和な暮らし

を、守っていかなければならないと思いました。今でも戦争をしている国があり、昔の日

本のようになっていると思うので、私たちは昔の日本を受け継ぎ、未来につなげていき

たいと思いました。今私たちが幸せに暮らしているのは、誰のおかげかを忘れず感謝し

続けたいと思いました。昔の事を知れるいい機会になりました。 
 
・私たちは今回、郊外学習という形で来館させてもらいましたが、今までの戦争や平和に

ついて詳しく展示されており、そういった戦争のことは、戦争を経験している方がいる

からこそ、今こうして生きていると思うので、戦争や平和について伝えていくことは、大

切だと思ったため、しょうけい館でしっかり学ぶことが出来て良かったです。また、展示

物と一緒に解説があると集中して聞くことが出来るし、だからこそ得られる学びもあっ

たので、そういった展示はとてもいいと思いました。このしょうけい館で得た学びを生

かして、学校で学習したり、生かせるようにしていきたいし、決してこの戦争のことは忘

れてはいけない、とても重要なことだと考える事が出来ました。 
 
・私は祖々父が医者として戦地に行ったので、今回しょうけい館に来て見る物すべてが、

ひとごとには思えなかった。とても見てて辛かったし、苦しかったし、とくに野戦病院ジ

オラマでは、震えそうだったけれど、この体験は一生忘れないと思う。 
 
・戦争や原爆についての学習はしたことがあり、戦争の残酷さについては十分に理解して 

いるつもりだったが、今回初めて戦傷病者にフォーカスされた展示や資料を見て、自分

の知らない別の戦争を見ているような気分になった。戦争を経験していない私たちにと

っては、戦争の終わりは歴史で習った通りであると思っていたけれど、戦争は国が終わ

りだと決めたから終わった訳ではないと感じた。戦争が終わった後の生活が、すっかり

元に戻ったとしても、誰かは戦争の傷を一生背負って行かなければならず、戦争は瞬間

や過去だけではなく、未来のすべてまでも奪ってしまうものなのだと思い、今まで何も

不自由なく暮らしてきた自分に腹が立つような感情までも感じた。改めて戦争は何も生

まないどころか、様々なものを奪い、二度と修復させることを許さない、本当に恐ろし

く、罪なものであると思った。同時に今の自分は戦争を知らないからこそ知識を深める
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必要があると思うし、目を背けたくなるような事実であるからこそ、目を背けずに、全員

で向き合っていかなければいけない問題であると思った。戦争について、さらに学びを

深めることができ、しょうけい館に行けてよかったと思いました。 
 

【２０代】 

・戦争について考える事、単に国同士が戦っているという視点から見るのではなく、一人

一人の私たちと同じように毎日の暮らしを営んでいた人が戦地に送られて戦っていたと

いうことを忘れてはいけないと改めて感じました。戦地での辛い出来事の数々は、きっ

と私が今日展示を見て受け取ったものよりも、もっと過酷なものだったと思います。展

示を見ていると苦しくなって、直視しづらくなってしまう瞬間もありましたが、だから

こそ戦争が一体どういうものなのか、当たり前の日常をどんなに変えてしまうのか、次

の世代に引き継いでいく必要があるのだと思います。戦傷病者の方の経験を知る中で戦

争が終わった、戦地から帰って来たといってその苦労は終わらないのだと言うことをひ

しひしと感じました。戦争というものは、その最中はもちろんのこと、その後も長きに渡

って社会全体に影を落とすものだと感じました。私自身は戦争を経験していないし実際

に経験した方とお話しする機会も減ってきてしまいますが、それでも過去を学ぶ事でこ

れからの時代を少しでも良くして行けたらいいなと思います。 
 
・企画展を見て戦争を支えた女性の姿を知ることができました。戦争は傷病兵の妻となる 

事が美談とされ、その後に夫を養う妻となった際には、周囲から偏見を持たれたり、理解

してもらえない状況があったとの事でした。何とも言えない手のひら返しが当たり前の

ように行なわれていたのだと思います。その中で生きた人々の強さに敬意を払いたいで

す。常設展示では、他では中々見られない、負傷兵のリハビリの様子がありました。実際

に生きた人々の記録がきちんと残されていた。戦争は、国と国、共同体、人それぞれの戦

いであるわけですが、感染症との戦いでもある事に気きました。限られた物資の中で治

療をすることは一筋縄ではありません。平常時であれば、助けられた命も、戦時下では助

けられない事だってあるでしょう。戦争はその時だけでなく、後世にも残る傷跡となり

ます。人が人の命を奪い合う世の中は、あってはならないはずです。今でもなお様々な地

域で戦争が起きています。ウクライナで起きている戦争が当事国の問題に留まらない事

を強く感じました。 
 
・今までは戦争を経験した兵士の方々の証言だったり、沖縄のひめゆりの塔では戦時中の 

看護についてだったり、なかなか、「戦後」彼ら、彼女らはどうなっていったのかを知る

事が出来なかったが、学べて良かった。証言映像では、人に喜びを与えて生きている、幸

せな人生だったと、おしゃっている女性の話に心を打たれた。このような証言をこれか

らもつなげていきたい、つなげてほしいと思いました。 
 
・戦争は今の私たちにとって、過去のようでそうではないと改めて感じました。今は平和 

だけれど、今平和であるのは「戦争は絶体にだめ」と強く伝え続けてくださった方々のお
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かげです。終戦後も深い傷が残っている方々、戦傷病者、その方々を支えた人々。色んな

想いがつまっている資料や証言を知ることで自分自身としても、戦争があったことを忘

れず、これからの日々に感謝の気持ちをもっていきます。 
 

・私は大伯父をビルマで亡くしているが、展示のような体験をしているのかと思うと心が 

痛かった。今も紛争は無くなっていないが、このような歴史を広く知らせるためになく

てはならない所であると思う。 
 

・・訪れることが出来て良かったです。山陰にいる者として、水木先生については義務教育

のように触れてきましたが、水木先生のことから「しょうけい館」へと訪れる人が出てく

るのかな～と展示を見ながら考えておりました。この様な施設の運用、管理、本当にあり

がとうございます。 
 
・語り部の方の話の中で「戦争は最大限避けるべきであるが、もし起こってしまったらど 

う終わらせるか」との言葉があり、また「私の話もうのみにせず、常に批判的に聞いてほ

しい」とのことで少々以外に感じたが、自分の考えと共鳴するところがあり、言葉を受け

入れやすかった。また、実際に戦争を経験された証言者のお話を聞いて、とても戦傷病者

やその看護に対する理解が深まった。 
 
・すごく貴重な施設だと思いました。またいつ戦争が始まっても不思議ではない昨今です。

ぜひ活動の域を広げてほしいです。語り部に興味をもちました。 
 
・次回はゆっくりシアターや証言を読みたいと思います。ジオラマは迫力があり、少し怖 

くも切なくもなりました。麻酔なし、清潔とはいえない環境での医療は想像を絶するも

のだと感じます。今回は時間の関係でゆっくり見られなかったので、また、立ち寄ろうと

思います。 
 

【３０代】 

・無料なので本当に多くの人に見てもらいたいと思いました。ジオラマがあるとイメージ 

しやすかったので勉強になりました。知識として理解はしていたけど、証言映像を見る

と、現在とちがって様々な差別があったので、戦争に赴かなければならなかった人、妻と

して、看護師として、支えたことの苦労をすごく感じました。そして、ありがとうござい

ました、という気持ちになりました。 
 
・戦争が起きるのはなぜか？人がどうして争うのかを問い続け、考え、平和を願いたいと 

思いました。 
 
・戦争について、平和について、考える機会を頂くとともに、これらを学ばせていただく 

身として、今後何ができるのか、自分たちの使命について考えさせられました。これま
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で、ひめゆりの塔などで、広島の原爆ドーム含め戦争に関する学びに触れてきましたが、

毎回感じるものも異なり、今後も自身の発達とともに、定期的に触れて学ぶ必要性を感

じ、また自身の子どもにも日本を見て伝え学ばせたいと思いました。 
 

・大変勉強になりました。口伝や、編集されたテレビ番組だけでは伝わらない、実物やリア

ルな再現展示は、直に五感にうったえかけてくるので、イメージがしやすかったです。本

日は次の予定のスキマ時間に来てしまったので、次回、時間をかけて、じっくり参観した

いと思います。また、家族や教え子にもすすめたいと思います。 
 
・最近、映画などでこの時代を扱ったものを見て興味がわき、うかがいました。教科書な 

どでは知ることのないことまで多く知れました。 
 

【４０代】 

・無料で見学できるのはありがたいと思いました。平和の為に末永く運用を希望します。 
 
・語り部のお話がよかったです。体験を語れる時代のうちに、多くの方に聞いていただき、

歴史のくりかえしを避けたいです。 
 
・平和の大切さを改めて痛感しました。また苦難から立ち上がり支えあいながら生きた皆 

さんの強さしなやかさに感銘を受けました。若い学生に紹介して、一度訪問するように、

ぜひ進めたいと思いました。 
 
・・靖国神社には何度か行きましたが、今回初めてこちらに寄りました。靖国とはまた異な 

る、戦争の傷病について触れる事が出来ました。また出張の折に寄りたいと思います。 
 
・戦中戦後に大変な思いをされた傷病兵に焦点を当ててきれいごとや美談を一切取り除い 

た展示内容だとおもいます。ただ視点があくまでも日本国内に限定されており、同じ時

期に戦禍をくぐりぬけた海外の傷病兵が、それぞれどのような人生を歩んでいるのか気

になります。遠い過去の悲しい出来事としてだけでなく、いまもなお世界各地の紛争や

内戦、戦争で傷を負った兵士が後を絶たないことも忘れてはならないと思います。また

表立って語られないまま隠されてきた PTSD に苦しんだ兵士についても知りたいです。 
 

【５０代】 

・祖父や戦死した身内の大叔父が、今日見たジオラマの中の人のように見えて、本当に辛 

く、絶対に戦争を再び起こさぬよう若い人達にも子供たちにも伝えたいと思います。こ

ちらの施設を知り合いや子供にも進めようと思います。かつて街角で見た白い服の軍人

さんたちは、すっかり見なくなって大分たちます。これからもどうぞ苦しんだ人、それを

支えた人、憲政者の過ちをしっかりと展示して伝えていただけたらありがたいです。 
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・傷痍軍人との結婚を国があっせんしていたことを知り、戦う国づくりとはそこまで目配 

りしなければならないんだとあらためて気づかされました。今でも障害を持つ人と結婚

すると「偉い」とか言われることが多いと思うのですが、国をあげて障害者と結婚するこ

とを誉めていたのは驚きです。処女妻という記事を見て、人の幸せとは何だろうかと思

わざるを得ませんでした。 
  
・看護婦の人は兵士と同じく女性なのに戦地に行って、ある意味しなくてもいい苦労をな 

さったなと思う。萩森さんと出口さんは、それぞれ、フィリピン、ビルマでの転進は想像

ができない、苦労であったと思う。萩森さんの体重が 60kg から 38kg に減ったエピソー

ドを知ると、本当にたいへんなことだったと思う。婦人俱楽部 11 月号の座談会の一部の

記事を読むと当時の生々しさが伝わってきました。 
 
・怪我をした人は本当に地獄だったと思います。食べるものもなく随分辛い生活をしてい 

たのでしょう、自分たちは何て幸せな時代に生まれてきたのだろうか、当たり前の幸せ

がいかに尊いかを感じました。証言映像の貴重なお話をもっと聞きたいです。世界の人

たちが、平和に暮らせる様願っています。 
 
・戦争は辛く恐ろしいものであると感じました。今では食事も入浴も洗濯もできて、どれ 

だけ幸せか思い知りました。証言映像で、今日も貴重なお話が聞けてよかったです。一日

一日を大切に大切に生きようと思います。 
 
・今の平和な世の中に改めて感謝しました。真珠湾攻撃から終戦まで約 4 年、そして今コ 

ロナ発生から 4 年経ち終焉に向かっています。この 4 年間我慢も苦労もありました。同

じ 4 年ですが、全く違いますね。戦争は人が引き起こすことです。ウイルスは違います。

二度とあってはならないことだと強く感じました。 
 
・・年々戦争体験者の話を聞くのが難しくなってくる中、こうして語り部の方たちが代わっ 

て戦争の事を伝えてくれる語り部講話はとても大切な事と思います。普段余り気にする

ことのない、傷病者について知る機会になりました。 
 
・ドラマとか映画では、傷痍軍人のその後を物語る場面を伝えているものはあることはあ 

るが、しばしば悲惨の描き方をしているのを目にする。でも、この「しょうけい館」では、

戦中戦後各療養所で傷痍軍人を救い、働きの場を設け、未来を見据えているところに希

望があり、後に戦傷病者及び戦没者遺族へ援護が行われていることに充分とは言えない

部分もあるとは思うが、少しの安堵感はある。 
 

【６０代】 

・初めて見学させていただきました。大したことのない展示だろうとタカを括っていまし

たが、とんでもない間違いでした。見学するのに二時間たっぷり費やしました。音声ガイ
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ドに途中で気づいたので、是非また訪れたいと思います。その時は音声ガイドを借りて、

更に深く理解したいと思っています。私は日本人に産まれてとても幸せでした。しかし、

私が産まれる前の父母の世代、祖父母の世代の人々にとっては、戦争という庶民にとっ

ては悲惨な出来事が生活のすぐ脇にありました。その暗黒の時代を父母や祖父母が頑張

って乗り越えて、今の日本が築かれた事を忘れてはならないと改めて思いました。又、勉

強しに参ります。 
 
・いつもすばらしい企画ありがとうございます。毎回愉しみにしています。他の博物館と 

の連携企画も期待しています。学生、子供、学校の先生への教宣活動をよろしくお願いし

ます。 
 
・義母から従軍看護婦の話をよく聞いていた。終戦後も大陸から帰れず、中国の内戦にま 

きこまれ中国軍のために働かされたと。とても強く、優しい義母の事を思い出させても

らった。次は夫を連れて来たい。きっと母を思い出すと思う。 
 
・・亡き父が戦争に行っていたことは知っていましたが、満州のどこに、いつ、どういう形 

で出征していたかは不明でした。今年、生きていれば 100 才になるにあたり、詳しく調

査したところ、軍歴、出生地、帰国までの詳しい書類を県から取り寄せることができ、今

回、諸々、確認の為、息子と訪問しました。戦争の大変な苦労を共有して、家に帰り、墓

前に線香をたむけたいと思います。 
 
・また来ます。毎日平和を祈ります。 
 

【７０代】 

・母は 2013 年に死去しました。従軍看護婦としてラバウル・バギオなどに行っていまし

た。生前、話を聞いてはいましたが、もっと良く聞いておけばよかったと思います。 
 
・大学の近くにこんな良い戦争資料館があったことを、今まで知らなかった。もっと早く 

学生達を連れて来るべきだったと思い、これからは毎年必ずゼミ生を連れて来るつもり

です。若い世代の人達こそ、こうした証言事実をしっかりと受け止めてほしいと思って

いる。 
 
・看護婦が招集されたとは知らなかった。 
  
・とても良い史料館ですが、あまり知られていないのが残念です。特に若者に来館してほ 

しい。駅や大学にポスターをはったらどうか。情報が多い時代なので PR に力を入れてほ

しい。展示は最高です。 
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令和５年度資料提供者御芳名 
 

令和５年度、当館に資料並びに図書をご寄贈くださいました方のお名前をここに

記して御礼といたします。 

 

<<資資料料提提供供者者>> （順不同、敬称略） 

寄贈者名（個人） 

松中 健治 根立 久恵 濱田 道康 萩谷 茂行 

髙井 俊子 井川 久 鈴木 京子 松本 直枝 

山田 松重 半戸 文   

  

寄贈者名（団体） 

株式会社 アツザワプロテーゼ 

日本義手足製造株式会社 

  

  

  

＜＜図図書書提提供供者者>>  （順不同、敬称略） 

寄贈者名（個人） 

小野寺 聡 Lee Pennington 牧島 美恵子 鈴木 京子 

松本 直枝 日暮 えむ 嵯峨山 温子  

  

寄贈者名（団体） 

川村義肢株式会社 
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令和５年度来館校御芳名 

  

年 月 学  校  名 

令和５年 ４ 和洋九段女子中学校 

 陸上自衛隊衛生学校 

６ 川崎市立川崎高等学校 

 二松學舎大學 
 

相模女子大学中学部 

７ 二松學舎大學 

 川崎市立塚越中学校 

 横浜市立大学 

１１ 東京都立国際高等学校 

 相模原市立大野南中学校 

 
 郁文館中学校 

 
 日本大学 

 麗澤大学 

１２ 防衛医科大学校 

令和６年 1 月 大妻女子大学 

 和洋九段女子高等学校 

 陸上自衛隊衛生学校 
 

東村山市立東村山第三中学校 

 府中市立府中第三中学校 

 
 越谷市立栄進中学校 

 
 神田外語大学 

２ 世田谷区立上祖師谷中学校 

 青梅市立新町中学校 

 江東区立第三亀戸中学校 

 海老名市立海西中学校 

 自衛隊横須賀病院准看護学院 
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令和５年度来館者数 

  

年 月 来館者数（人） 備 考 

令和５年 ４月 １，０９８ 「企画展」（3/14）～7/30 

５月 １，１０４ 「企画展」   〃 

６月 １，０５４ 「企画展」   〃 

７月 １，０９６ 「企画展」   〃 

８月 ０ 移転のため閉館 ７/31～10/24 

９月 ０ 移転のため閉館   〃 

１０月 １９２ 10/25 リニューアルオープン 

１１月 ７２８  

１２月 ７４４  

令和６年 １月 ８２４  

２月 １，０９４  

３月 ７４９ 「春の企画展」3/5～（6/2） 

計 ８，６８３  
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普及広報関連資料 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移転告知ポスター 移転開館告知ポスター
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普及広報関連資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設展示ポスター 

常設展示パンフレット 
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普及広報関連資料 

 
   

団体見学案内チラシ 
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普及広報関連資料 

 
   

語り部講話案内チラシ 
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普及及広報関連資料 
 

 

 

春の企画展ポスター 
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普及及広報関連資料 
 

 

   

館ホームページ 

 
Facebook（左） 
X（旧ｔwitter）（右） 
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利 用 案 内 

 

入 館 料／ 無料 

開館時間／ 午前１０：００～午後５：３０（入館は午後５：００まで） 

休 館 日／ 月曜日（祝日または振替休日の場合はその翌日） 

             年末年始（１２月２８日～１月４日） 

・展示ガイドがあります。（無料） 

・団体で見学される場合は、事前に来館予定日をご連絡下さい。 

・車椅子、ロッカーは無料でご利用になれます。 

 

交通のご案内 

東京駅（東京メトロ丸ノ内線）→ 大手町（東京メトロ半蔵門線）→ 九段下 

渋谷駅（東京メトロ半蔵門線）→ 九段下 

新宿駅（都営地下鉄新宿線） → 九段下 

上野駅（東京メトロ銀座線） → 日本橋（東京メトロ東西線） → 九段下 

「九段下駅」７番出口から徒歩３分、５番出口から徒歩５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都営バスをご利用の場合 

「九段下」停留所から徒歩４分（飯６４系統：九段下～小滝橋車庫前） 
 
※駐車場はありません。公共交通機関をご利用下さい。 
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